
災害時における
入浴支援について

～移動入浴車による支援事例から考える～

　「移動入浴車」は要介護者や障がい者等への介護サービスのため、全国各地で日々活躍し
ています。一方で、これまでの自然災害等の発生時には入浴支援として、多くの支援活動
で使用されております。自然災害が多発する昨今、「移動入浴車」は有事の際においても人
々の暮らしを守る貴重な地域資源となります。あらゆる自然災害を想定した中での備えを
考え、地域性をふまえた対策を検討しましょう。

福祉・介護との連携について（推奨）
̶防災・支援計画担当向け―

　災害時には自治体において地域の福祉施設や学校の体育館等が避難所や連携の拠点とされることが多いかと存
じます。日頃から介護保険担当部署や地域包括支援センター等と連携する中で、災害時の協力体制や準備品等に
ついての協議を図ることをお願いします。

まずは身近なところから検討しましょう
　我が国において大雨の発生数が増加傾向にあるのは地球温暖化が影響している可能性が高く、このことがさら
に進行すると大雨の発生数はさらに増加すると思われます。線状降水帯による豪雨では狭い範囲の中で雨量に異
なりがあり、被害においても大きな差異があります。

　災害の種類にもよりますが被災地における復旧は、同一市区町村内でも異なりがあり、電気・水
道等のインフラ復旧にも数日前後の差が生じます。
　「BCP(事業継続計画)」や地域住民・事業所が参加しての「地区防災計画」の啓蒙、そのうえでの
「地域防災計画」の策定等の取組の中で、移動・運搬が可能な移動入浴車の活用を考えましょう。

「生活インフラの復旧状況」に併せた柔軟な支援の幅が広がります。
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　訪問入浴介護事業者には移動入浴車の保有台数の確認や、有事の際の協力支援体制や
発電機等の準備品について事前に協議を行ってください。

　移動入浴車・訪問入浴介護の主なポイント
・清潔な水を積載して走行（移動）できる。
・清潔な水・お湯による手洗い・整容が可能。
・介助用浴槽を搭載していることから、要介護者や配慮を要する方の入浴が可能。
・折りたたみシート浴槽等の簡易浴槽を追加装備することで、支援の幅がさらに広がる。
・移乗用簡易タンカは、非常搬送用や車いすの代替としても有効。
・入浴介助について高い専門性を持ったスタッフによる協力や助言が得られる。

移動入浴車は避難生活をされている方々の心身に活性化をもたらします。
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被災した住宅（在宅）・避難所・福祉
避難所等で人々の暮らしを守るために
日頃から備えましょう

http://www.develo-group.co.jp デベロ 検  索

　株式会社デベロのホームページにて、当パンフレット
をダウンロードして印刷ができます。
　また、移動入浴車による災害支援等に関する研修情報
や、訪問入浴介護・移動入浴車の情報等について、随時
掲載しておりますのでご覧ください。








